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ナンバリング
幼児と表現(Infants and Expression)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式

選択必修 1 3

教育学部　　
≪令和３年度
以降入学生用

≫

氏名  栗栖由美子・藤井康子

E-mail    ykurisu@oita-u.ac.jp ・ fujii-yasuko@oita-u.ac.jp    内線   7617（栗栖）・7595

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

本授業では、領域「表現」の指導の基盤となる知識、技能を身に付けます。具体的には、幼児の表現する姿やその発達を理解するとともに、感じる・見る・聴く・楽しむこ
とを通して、幼児が感じたことや考えたことを、自分なりに受け止め、その楽しさを実感できるようにします。

目標1

目標2

目標3様々な表現を感じる・見る・聴く・楽しむことを通して、幼児の感性とイメージを豊かにすることができる。

目標4創造的な表現活動を通して、表現することの楽しさや面白さを実感することができる。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○

○

幼児の表現する姿や、その発達を理解することができる。

幼児の表現活動を展開するために、様々な表現の知識・技能を身につけることができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

保育内容・領域「表現」の基本的理解1

幼児の感性や表現を育む造形表現活動①　様々な身近な素材に触れて、素材の特性を生かした楽器の構想を練る2

幼児の感性や表現を育む造形表現活動②　身近な素材の特性を生かして楽器を作る3

幼児の感性や表現を育む造形表現活動③　身近な素材の特性を生かした楽器を使って遊びを考える4

幼児の感性や表現を育む音楽表現活動①　身近な素材の特性を生かした楽器を使って音楽を作る。5

幼児の感性や表現を育む音楽表現活動②　身近な素材の特性を生かした楽器を使っての実践1（表現の工夫）6

幼児の感性や表現を育む音楽表現活動③　身近な素材の特性を生かした楽器を使っての実践2（発表）7

保育内容・領域「表現」の指導に向けて8

9

10

11

12

13

14

15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

グループによる作品制作、作品発表、意見交換、相互評価

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

配布資料、参考書の情報を、必要に応じて予習する。（7h）準備
学修

事後
学修

作品発表に向けて、完成度を高める。（7h）

教科書

使用しない。

参考書

①文部科学省・厚生労働省・内閣府『平成29年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領　原本』チャイルド社、2017年
②文部科学省『幼稚園教育要領解説＜平成30年3月＞』フレーベル館、2018年
③『創造力をつける手づくり楽器』音楽之友社、1995年

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
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目標
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発表会での発表内容

最終レポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL


